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日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
柴
しば
原
はら
智
とも
代
よ
・島

しま
田
だ
徳
のり
子
こ

教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ

海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう

してもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない

方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ

します。既
すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。

コースの自
じ
作
さく
教
きょう
材
ざい
を作

つく
ってみたらどうですか。まず、

教
きょう
材
ざい
の企

き
画
かく
書
しょ
を作

さく
成
せい
し、提

てい
出
しゅつ
してください。」

▼▼翌
よく
日
じつ
、ラン先

せん
生
せい
は、同

どう
僚
りょう
のチュン、トゥイ、福

ふく
山
やま
先
せん
生
せい
に

次
つぎ
のように言

い
いました。「…のように、校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
から

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の提

てい
案
あん
がありました。私

わたし
は来

らい
週
しゅう
までに第

だい
1課
か

『自
じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
』を作

つく
ってきますから、皆

みな
さんもそれぞれ

1課
か
ずつ試

ため
しに作

つく
ってみてください。」

▼▼▼1週
しゅう
間
かん
後
ご
：

ラン「皆
みな
さんできましたか。」

福
ふく
山
やま
「計

けい
画
かく
もなくいきなり作

つく
るなんて無

む
理
り
ですよ。」

チュン「まず、今
いま
使
し
用
よう
している教

きょう
材
ざい
の問

もん
題
だい
点
てん
が何

なに
か、明

めい
確
かく

にしないとそれを補
おぎな
う教
きょう
材
ざい
にはなりませんよね。」

トゥイ「自
じ
己
こ
紹
しょう
介
かい
や電

でん
話
わ
の会

かい
話
わ
以
い
外
がい
に、アイディアが

浮
う
かびません…。」

…とても気
き
まずい雰

ふん
囲
い
気
き
で会

かい
議
ぎ
が終

お
わりました。

3. 「評
ひょう
価
か
（See）－計

けい
画
かく
（Plan）－実

じっ
施
し
(Do) －評

ひょう
価
か

（See）」のサイクルで作
つく
る

ラン先
せん
生
せい
は、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターのさくら先

せん
生
せい
に相

そう
談
だん

しました。さくら先
せん
生
せい
は、『教

きょう
授
じゅ
法
ほう
教
きょう
材
ざい
シリーズ14巻

かん
：

教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』という本

ほん
を送

おく
ってくれました。この『教

きょう
材
ざい

開
かい
発
はつ
』という本

ほん
を読

よ
んで、みんなで教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の手

て
順
じゅん
を

確
かく
認
にん
しました。

1. はじめに
皆
みな
さんの中

なか
には、「自

じ
分
ぶん
たちのコースにあった教

きょう
材
ざい
を

作
つく
りたい」と考

かんが
えている人

ひと
がいると思

おも
います。今

こん
回
かい
は、

海
かい
外
がい
のある国

くに
にある「さくら日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
のコースのための

教
きょう
材
ざい
を作

つく
る」という事

じ
例
れい
にもとづいて、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の

方
ほう
法
ほう
を紹
しょう
介
かい
します。

2. いきなり作
つく
る。そして…

塀

▼ある日
ひ
、さくら日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
の校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
は、教

きょう
務
む
主
しゅ
任
にん
の

ラン先
せん
生
せい
に次

つぎ
のように言

い
いました。「中

ちゅう
級
きゅう
コースの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、

『コースを終
しゅう
了
りょう
したのに会

かい
話
わ
ができない』『行

い
ったことが

ない東
とう
京
きょう
の話
はなし
ばかりで教

きょう
材
ざい
がおもしろくない』と言

い
って

います。日
に
本
ほん
で市

し
販
はん
されている教

きょう
科
か
書
しょ
をやめて、中

ちゅう
級
きゅう

＜教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の手

て
順
じゅん
を確

かく
認
にん
する＞（『教

きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』1-2）

教
きょう
材
ざい
を使

つか
う対

たい
象
しょう
となるコースの現

げん
状
じょう
分
ふん
析
せき
をしないま

ますぐに、書
か
き始

はじ
めたり【「See（評

ひょう
価
か
）→Plan（計

けい
画
かく
）」

がない】、作
さく
成
せい
したあと内

ない
容
よう
の見

み
直
なお
しや改

かい
訂
てい
を行
おこな
わない

まま作
つく
りっぱなしにしたり【「Do（実

じっ
行
こう
)→See（評

ひょう
価
か
）」

登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
紹
しょう
介
かい
（さくら日

に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
の人

ひとび々と
）

校
こう
長
ちょう
先
せん
生
せい

チュン先
せん
生
せい

福
ふく
山
やま
先
せん
生
せい

トゥイ先
せん
生
せい

ラン先
せん
生
せい
（教
きょう
務
む
主
しゅ
任
にん
）
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教
きょう
材
ざい
のねらいを5つのステップで考

かんが
える

（『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』2-1）

まず、ランさんたちは、次
つぎ
のような手

て
順
じゅん
で教
きょう
材
ざい
の

ねらい（教
きょう
材
ざい
で目

め
指
ざ
すこと）を考

かんが
えました。

1さくら日
に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
のコースの現

げん
状
じょう
の課

か
題
だい
をまとめ、

問
もん
題
だい
が何

なに
か把

は
握
あく
する。今

いま
使
し
用
よう
している教

きょう
材
ざい
を分

ぶん
析
せき
し、

問
もん
題
だい
点
てん
を明

めい
確
かく
にする。

2コースの課
か
題
だい
を解

かい
決
けつ
するために、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
がいいか、

ほかの方
ほう
法
ほう
がいいかを検

けん
討
とう
する。

3現
げん
状
じょう
の課

か
題
だい
のうち教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
で解

かい
決
けつ
できる部

ぶ
分
ぶん
は何

なに
か、

明
めい
確
かく
にする。

4教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
で解

かい
決
けつ
したい課

か
題
だい
に、教

きょう
材
ざい
で実

じつ
現
げん
したいこと、

実
じっ
行
こう
可
か
能
のう
性
せい
を考

こう
慮
りょ
して、教

きょう
材
ざい
のねらいを検

けん
討
とう
する。

5教
きょう
材
ざい
のねらいを決

き
めて、それを表

あらわ
す教
きょう
材
ざい
名
めい
（仮

かり
）を

考
かんが
える。

ランさんたちは、主
おも
な対

たい
象
しょう
者
しゃ
を日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
にしぼって、

この国
くに
の日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
と日

に
本
ほん
人
じん
の研

けん
究
きゅう
者
しゃ
が日

に
本
ほん
語
ご
で話

はな
し、

関
かん
係
けい
作
づく
りができるような教

きょう
材
ざい
を作

つく
ることにしました。

教
きょう
材
ざい
名
めい
は、『日

に
本
ほん
語
ご
で研

けん
究
きゅう
者
しゃ
と話

はな
そう（仮

かり
）』にしました。

教
きょう
材
ざい
のシラバスと課

か
の構

こう
成
せい
を作

さく
成
せい
する

（『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』2-2）

次に、ランさんたちは、研
けん
究
きゅう
者
しゃ
に必

ひつ
要
よう
な日

に
本
ほん
語
ご
能
のう
力
りょく
を明

めい
確
かく

にするために、資
し
料
りょう
を探

さが
したり、日

に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
にアンケート

やインタビューをしたり、教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を勉

べん
強
きょう
したりしました。

そして、「日
に
本
ほん
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
が、日

に
本
ほん
語
ご
で話
はなし
をして関

かん
係
けい
作
づく
りが

できる」ために必
ひつ
要
よう
なことは何

なに
かを検

けん
討
とう
しました。その

中
なか
から、学

がく
習
しゅう
目
もく
標
ひょう
を決

き
め、教

きょう
材
ざい
全
ぜん
体
たい
の設

せっ
計
けい
図
ず
である「教

きょう
材
ざい

のシラバス」を一
いち
部
ぶ
分
ぶん
作
つく
りました。それから、ある課

か
を

とりあげて、1課
か
の設

せっ
計
けい
図
ず
にあたる「課

か
の構

こう
成
せい
」を作

つく
りました。

日
に
本
ほん
語
ご
の教
おし
え方
かた
イロハ
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Continuum

がない】する方
ほう
法
ほう
ではいい教

きょう
材
ざい
にはなりません。

まず、教
きょう
材
ざい
を使

つか
う対

たい
象
しょう
となるコースの現

げん
状
じょう
分
ぶん
析
せき
を

ていねいに行
おこな
う、つまり、現

げん
状
じょう
の「See（評

ひょう
価
か
）」から

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
を始

はじ
めましょう。そして、現

げん
状
じょう
の「See（評

ひょう
価
か
）」

結
けっ
果
か
をふまえ、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
の「Plan（計

けい
画
かく
）」を立

た
てます。

この「Plan（計
けい
画
かく
）」の段

だん
階
かい
で、教

きょう
材
ざい
のねらいを明

めい
確
かく
に

し、教
きょう
材
ざい
の設

せっ
計
けい
図
ず
とも言

い
えるシラバスと課

か
の構

こう
成
せい
を作

つく
り、

教
きょう
材
ざい
の一

いち
部
ぶ
分
ぶん
（プロトタイプ）を試

し
作
さく
して、計

けい
画
かく
として

妥
だ
当
とう
かどうかチェックし、その結

けっ
果
か
に基

もと
づいて計

けい
画
かく
の見

み
直
なお
し

を行
おこな
います。「Plan（計

けい
画
かく
）」の段

だん
階
かい
に、小

ちい
さな「Plan-

Do-See」のサイクルが組
く
み込

こ
まれることになります。

See Do See

Plan Plan

Do See

プロトタイプを作
さく
成
せい
し、評

ひょう
価
か
する

（『教
きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』2-3、2-4）

そのあと、ランさんたちは、ある課
か
を選

えら
んで、プロト

タイプ（教
きょう
材
ざい
の一

いち
部
ぶ
分
ぶん
）を作

さく
成
せい
しました。それを学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に

使ってみて、評
ひょう
価
か
を2回

かい
行
おこな
いました。1回

かい
はひとりの

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に使

つか
ってもらい、教

きょう
材
ざい
を使

つか
う教
きょう
師
し
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が、

その教
きょう
材
ざい
の指

し
示
じ
や説

せつ
明
めい
などを理

り
解
かい
し、順

じゅん
調
ちょう
に学

がく
習
しゅう
を

進
すす
めることができるかを評

ひょう
価
か
しました。もう1回

かい
は、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が20人

にん
いるクラスで使

つか
って、その教

きょう
材
ざい
で学

がく
習
しゅう
する

前
まえ
と学

がく
習
しゅう
した後

あと
で、学

がく
習
しゅう
効
こう
果
か
があるかどうかを、テストや

インタビューで評
ひょう
価
か
しました。その結

けっ
果
か
をもとに、プロト

タイプを改
かい
善
ぜん
しました。

企
き
画
かく
書
しょ
を作

さく
成
せい
する（『教

きょう
材
ざい
開
かい
発
はつ
』3章）

最
さい
後
ご
に、ランさんたちは、コースの現

げん
状
じょう
分
ぶん
析
せき
、使

し
用
よう

教
きょう
材
ざい
の分

ぶん
析
せき
、教
きょう
材
ざい
のシラバスと課

か
の構

こう
成
せい
、プロトタイプ

とその評
ひょう
価
か
について企

き
画
かく
書
しょ
にまとめました。さらに

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
にかかる予

よ
算
さん
、作

さく
成
せい
メンバーの役

やく
割
わり
分
ぶん
担
たん
や

責
せき
任
にん
範
はん
囲
い
、教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
のスケジュールを加

くわ
えて、企

き
画
かく
書
しょ

を完
かん
成
せい
しました。

4. 教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
はこれからも続

つづ
く…

ランさんたちは、企
き
画
かく
書
しょ
を提

てい
出
しゅつ
し、校

こう
長
ちょう
先
せん
生
せい
からOK

をもらうことができました。これから、プロトタイプを
もとに分

ぶん
担
たん
して執

しっ
筆
ぴつ
します。半

はん
年
とし
後
ご
には試

し
用
よう
版
ばん
が完

かん
成
せい
する

予
よ
定
てい
です。それを実

じっ
際
さい
のコースで使

つか
ってみて、改

かい
善
ぜん
し、

完
かん
成
せい
版
ばん
にします。

教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
には、幅

はば
広
ひろ
い専

せん
門
もん
知
ち
識
しき
・技

ぎ
術
じゅつ
・リソースを

必
ひつ
要
よう
とします。全

すべ
ての能

のう
力
りょく
を一人

ひ と り
で持

も
つことは難

むずか
しいので、

ラン先
せん
生
せい
のようにチームで教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
をするといいでしょう。

仲
なか
間
ま
を見

み
つけて、教

きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
を始

はじ
めましょう。

「評
ひょう
価
か
（See）→計

けい
画
かく
（Plan）―実

じっ
行
こう
（Do）―評

ひょう
価
か
（See）」のサイクル

1

3

4

2

話しましょう

聞きましょう

練習しましょう

ことばを増やしましょう

やってみましょう

考えましょう

読みましょう

書きましょう

ふり返りましょう
課
か
の構

こう
成
せい

教
きょう
材
ざい
のシラバス
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